
 

 

 
 

令和 8 年 9 月 29 日 

16 時 00 分 

西日本高速道路株式会社 
 

 

E3A 南九州自動車道 妙見第一橋の復旧計画及び 

通行止め区間の解除の見通しについて  

～令和 10 年末頃に通行止めが解除となります～ 

 

NEXCO 西日本九州支社（福岡市博多区、支社長：西岡 大造）が管理する E3A 南九州自動車道 妙見
みょうけん

第一
だいいち

橋
きょう

については、令和 8 年熊本地震の影響により極めて甚大な損傷が発生したことから、「南九州自動車

道妙見第一橋復旧に関する検討委員会」を設置し、専門的な見地から橋梁の損傷発生メカニズムの解明、

損傷状況の評価および復旧工法等について助言をいただいてまいりました。 

令和 8 年 9 月 27 日に開催された第 3 回委員会における審議結果を踏まえ、復旧工法を決定し、現在、

本復旧に向けた設計に着手しております。今後、設計完了後に本復旧工事を実施し、E3A 南九州自動車道

八代ＪＣＴから八代南ＩＣ間の通行止めの解除時期については令和 10 年末頃を見込んでおります。 

お客さまには長期間にわたりご不便とご迷惑をおかけしておりますが、一日も早い復旧に向けて取り組ん

でまいりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

1. 損傷概要 

1）損傷内容 橋梁部桁脱落、路面の段差（約1.3m）  

2）住   所 熊本県八代市上片町 

                                             （7/28 被災時点）  

 
  

八代 JCT 

桁脱落 



 

 

2. 位置図 

 

 
 

3. 主な損傷状況 

 

 

 
 

妙見第一橋 

【上り線】 



 

 

 

 

 
 

 

４．本復旧方針 

①早期通行止め解除を最優先とする。 

②断層帯上に位置する橋梁の構造については、道路橋示方書の方向性に合致させ、今回の地震

による被災状況を踏まえた次に示す復旧方針とする。 

●断層変位の予測が困難であることを踏まえ、人命に影響を及ぼすような落橋等の致命的損

傷を可能な限り回避できる構造とする。 

●供用期間中に今回と同様の地震が再び発生することも想定し、今回生じた地盤の変状と同

程度の変状が生じた場合においても、被災後の速やかな応急復旧が可能な復旧性の高い

構造とする。 

 

5．本復旧計画 

復旧方針に合致する、以下の構造を採用する。 

○橋脚の鉛直変位に対し、主に鈑桁区間を桁高の高い箱桁へ変更することで縦断線形を調整

し、橋脚沈下に伴う橋脚上部の嵩上げを限定的とする構造。 

○地表地震断層交差部の前後区間の上部構造を連続桁とし、連続した上部構造全体で断層

変位を吸収する構造。   

【下り線】 



 

 

 

 
 

 

 
 

※支承取替、縁端拡幅の他、橋脚の耐震補強（RC・炭素繊維巻き立て等）を実施   



 

 

6． 本復旧工事等のステップ案 

 本復旧工事完了までのステップ案は以下のとおりです。 

 

 
 

以  上 



令和８年熊本地震による被災状況と復旧見込み（高速道路）
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人吉IC

ひ な ぐ

日奈久IC

まつばせ

松橋IC

やつしろみなみ

八代南IC

たの うら

田浦IC

【凡例】
通 行 止 め 区 間 ：

通 行 可 能 区 間 ：

国 道 ３ 号 、国 道 ５ ７ 号 （ 直 轄 国 道 ） ：

8/14（金曜） 6:00

一般車両通行可
※一部対面通行あり

ひとよしくま

人吉球磨SIC

えびのIC

9月29日 16:00時点

（南九州道（日奈久IC～田浦IC）は国土交通省管理）

えびのJCT

えびのPA

やまえ

山江SA

みやはら

宮原SA

さかもと

坂本PA

う き ひ かわ

宇城氷川SIC

E3九州自動車道

E3A南九州自動車道

E3九州自動車道

8/18 6:00
一般車両通行可

7/29 14:00

令和９年末頃
全線４車線復旧見込み

至）宮原SA

上り線
（福岡方面）

損傷箇所
（川田橋）

至）八代IC

下り線
（鹿児島方面）

川田橋（復旧工事中）

やつしろ

八代IC
やつしろ

八代JCT

※対面通行運用中

みなまた

水俣IC

南九州道 妙見第一橋 被害状況

令和１０年末頃 通行止め解除見込み
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